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問1 ウニの発生様式と対照的な特性を持つ卵として、適切なものはどれか。 （2008年　全国公立入試　類似）

1.  ホヤの卵 2.  ヒトの卵 3.  カエルの卵 4.  ニワトリの卵

問2 ヒトの精子において、中片部にミトコンドリアが密集している生物学的な意義として最も適切なものはどれか。 （2006年　全国公立入

試　類似）

1.  受精後の発生に必要なタンパク
質をあらかじめ合成して蓄えてお
くため。

2.  尾部の鞭毛運動を維持するため
のエネルギーを効率的に供給する
ため。

3.  卵の細胞膜を溶解するための酵
素を活性化させる環境を整えるた
め。

4.  精子の核に含まれるDNAを紫
外線などの損傷から保護するた
め。

問3 ヒトの発生過程において、発生の早い時期から形成が開始され、出生後も成長を続け、青年期に最大となる器官として最も適
切なものはどれか。 （2006年　全国公立入試　類似）

1.  大脳 2.  すい臓 3.  腎臓 4.  精巣

問4 ウニの発生において、胞胚の段階から次の段階へと進む際に起こる、胚の細胞群が内部に向かって入り込む現象を何という
か。 （2004年　全国公立入試　類似）

1.  卵割 2.  陥入 3.  神経管形成 4.  分化

問5 精子を加えてからの時間経過と卵内カルシウム濃度の変化、および受精膜形成の関係について、実験的に確認される事象とし
て最も適当なものはどれか。 （2013年　全国公立入試　類似）

1.  精子添加直後にカルシウム濃度
が急上昇し、その後に受精膜が形
成される。

2.  精子添加直後に受精膜が形成さ
れ、その後にカルシウム濃度が上
昇する。

3.  精子添加後、カルシウム濃度は
変化せず、受精膜のみが形成され
る。

4.  精子添加後、カルシウム濃度は
徐々に低下し、その後に受精膜が
形成される。

問6 ヒトの胚が子宮壁に定着する着床の生物学的な意義として、最も適切なものはどれか。 （2005年　全国公立入試　類似）

1.  受精卵の細胞分裂を停止させる
ため

2.  母体から栄養や酸素を効率的に
受け取るため

3.  精子と卵子の融合を完了させる
ため

4.  胎児の性別を決定させるため

問7 ヒトの排卵およびその後の生理的変化について述べた文として、最も適当なものを一つ選べ。 （2004年　全国公立入試　類似）

1.  排卵は脳下垂体からのホルモン
刺激により起こり、排卵後の濾胞
は黄体へと変化する。

2.  排卵は脳下垂体からのホルモン
刺激により起こり、排卵後の濾胞
はそのまま退化して消失する。

3.  排卵は卵巣からの直接的な神経
刺激により起こり、排卵後の濾胞
は胎盤へと変化する。

4.  排卵は脳下垂体からのホルモン
刺激により起こり、排卵後の濾胞
は直ちに子宮内膜へと変化する。

問8 有性生殖が生物の進化や生存において持つ利点として、最も適切な説明はどれか。 （2024年　全国公立入試　類似）

1.  親と同一の遺伝情報を持つこと
で、環境適応能力を固定できる。

2.  減数分裂による遺伝情報の組み
替えにより、環境変化に対する適
応の幅が広がる。

3.  配偶子を作る必要がないため、
エネルギー消費を抑えて効率的に
繁殖できる。

4.  遺伝情報のコピーミスを完全に
防ぐことで、有害な突然変異の蓄
積を回避できる。

問9 テッポウユリの減数分裂に関する記述として、生物学的な原理に基づいた正しいものはどれか。 （2010年　全国公立入試　類似）

1.  減数分裂は体細胞分裂とは異な
り、DNAの複製を伴わずに連続し
た2回の分裂を行う過程である。

2.  減数分裂の進行速度は、植物の
器官や組織の種類に関わらず、つ
ぼみの成長速度と完全に同期して
いる。

3.  減数分裂は、配偶子形成におい
て染色体数を半減させるために不
可欠な過程であり、その進行は遺
伝的に制御されている。

4.  葯で観察される減数分裂は、胚
珠で観察されるものよりも長い時
間を要し、より複雑な過程を経て
進行する。

問10 被子植物の重複受精に関する記述として、最も適切なものはどれか。 （2021年　全国公立入試　類似）

1.  受精卵と胚乳核は、いずれも受
精直後の核のゲノムDNA量が同一
である。

2.  花粉母細胞が減数分裂を行うこ
とで、4個の花粉四分子が形成さ
れる。

3.  花芽の分化を誘導するタンパク
質であるフロリゲンは、根で合成
され茎頂へ輸送される。

4.  花の四種類の器官形成は、
ABCモデルに基づき、特定の遺伝
子の発現の組み合わせによって決
定される。
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答え合わせ・解説 No.8

問1 答え 1
ホヤの卵

ウニの卵は調節卵であり、発生の運命が固定されるのが遅い。一方で、ホヤの卵はモザイク卵の代
表例である。モザイク卵では、卵細胞質内にあらかじめ決定因子が不均一に分布しており、受精後
の細胞分裂によって各割球に分配されることで、細胞の分化運命が早期に決定される。そのため、
初期の割球を分離すると、その割球が本来形成するはずであった部位を欠いた不完全な胚が生じ
る。

問2 答え 2
尾部の鞭毛運動を維持するためのエネル
ギーを効率的に供給するため。

精子は卵に到達するために長距離を移動する必要があり、その運動には多量のエネルギーが必要と
なる。中片部にはミトコンドリアがらせん状に密集しており、ここで産生されるATPが尾部の鞭毛
運動を駆動する動力源となる。この構造は、運動能力を維持し、受精の成功率を高めるための適応
である。

問3 答え 1
大脳

ヒトの発生において、中枢神経系を構成する大脳は、受精後の極めて早い時期から形成が開始され
る器官である。他の臓器と比較しても、出生後の成長曲線が特徴的であり、乳幼児期から急速に発
達し、青年期にかけてその大きさが最大に達する。すい臓や腎臓、精巣などは、出生後も成長する
が、大脳のような青年期までの長期にわたる顕著な発達過程とは異なる特性を持つ。

問4 答え 2
陥入

胞胚の段階を過ぎると、胚の植物極側の細胞群が胚の内部に向かって入り込む陥入という現象が起
こり、原腸が形成される。この過程を経て胚は原腸胚となる。卵割は受精卵が細胞分裂を繰り返す
過程そのものを指し、神経管形成は脊椎動物の発生における神経胚形成期の特徴的な現象である。

問5 答え 1
精子添加直後にカルシウム濃度が急上昇
し、その後に受精膜が形成される。

精子と卵が接触すると、精子の侵入を合図として卵細胞内のカルシウム濃度が瞬時に上昇する。こ
のカルシウムの波が卵全体に伝播することで、表層粒の開口放出が誘発され、受精膜が形成され
る。したがって、時系列としては「精子侵入→カルシウム濃度上昇→受精膜形成」の順序で現象が
進行する。

問6 答え 2
母体から栄養や酸素を効率的に受け取る
ため

着床は、胚が母体の子宮内膜に埋没し、胎盤を形成するための足がかりとなる現象です。胎盤が形
成されることで、胚は母体の血液を介して酸素や栄養分を受け取り、同時に不要な代謝産物を排出
することが可能になります。これにより、胚は母体外からの栄養供給に頼らず、急速な成長を維持
できるようになります。

問7 答え 1
排卵は脳下垂体からのホルモン刺激によ
り起こり、排卵後の濾胞は黄体へと変化
する。

排卵は脳下垂体前葉から分泌される黄体形成ホルモン（LH）の急激な上昇（LHサージ）によって
誘発される。排卵後の濾胞は、LHの作用を受けて黄体へと分化する。黄体はプロゲステロンを分泌
し、妊娠の成立と維持に重要な役割を果たす。このプロセスはヒトの生殖生理における基本的な調
節機構であり、視床下部・脳下垂体・卵巣の連携によって制御されている。

問8 答え 2
減数分裂による遺伝情報の組み替えによ
り、環境変化に対する適応の幅が広が
る。

有性生殖の最大の利点は、減数分裂と受精を通じて遺伝的な多様性が生み出されることにある。環
境が変化した際、集団内に多様な遺伝的構成を持つ個体が存在することで、一部の個体が生き残
り、種としての絶滅を防ぐことができる。無性生殖は親のクローンを作るため、環境変化に対して
集団全体が脆弱になる可能性がある。

問9 答え 3
減数分裂は、配偶子形成において染色体
数を半減させるために不可欠な過程であ
り、その進行は遺伝的に制御されてい
る。

減数分裂は、DNA複製を伴う分裂前段階を経て、2回の連続した分裂により染色体数を半減させる
過程である。この過程の進行速度や開始時期は、植物の各器官の発生プログラムに応じて厳密に制
御されており、葯と胚珠のように異なる器官間では、その進行期間に差が生じることが一般的であ
る。選択肢の他の記述は、減数分裂の定義や観察事実と矛盾している。

問10 答え 4
花の四種類の器官形成は、ABCモデルに
基づき、特定の遺伝子の発現の組み合わ
せによって決定される。

被子植物の重複受精では、卵細胞（n）と精細胞（n）が受精して二倍体（2n）の受精卵となり、中
央細胞（2n）と精細胞（n）が受精して三倍体（3n）の胚乳核となるため、ゲノムDNA量は一致し
ません。花粉母細胞の減数分裂で生じるのは花粉四分子であり、フロリゲンは葉で合成され茎頂へ
輸送されます。ABCモデルは花の器官形成を説明する正しい理論です。


